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論文内容の要旨 

 
動物送粉種の花は形態や香り（花香）などの形質を用いて、送粉者を誘引し受粉を成立させる。

その反面、花の形質は送粉者以外の広義の植食者も誘引し、植物の繁殖に負の影響をもたらすこ

とが知られている。このような花の誘引形質のもつ相利的、片利的な作用はそれぞれが独立して

研究されている例は多いが、両側面を包括的に研究されている例は少ない。特に花香研究におい

て、訪花昆虫に対する花の相反的な誘引作用と、その結果もたらされる植物の繁殖への影響につ

いては明らかになっていない。本研究は東マレーシアボルネオ島に自生するサトイモ科

Homalomena propinquaを例に、花香の相反的な誘引作用と花の繁殖成功への影響について論じら

れている。 
学位論文は 5章から構成されており、第 1章では研究の背景と目的を、第 2章では研究地の概
略と、H. propinquaの分布状況、開花イベントについての予備調査の結果が述べられている。予
備調査の結果、H. propinqua の花序は雌性先熟を示すこと、訪花者としてヨツバコガネ
(Parastasia bimaculata Guerin)とハムシ（Chaloenus  schawalleri Medvedev）、タロイモショ
ウジョウバエが花に滞在することが示された。 
第 3章では H. propinquaの開花数調査と甲虫訪花者の個体数調査を行い、この結果をもとにヨツ
バコガネ、ハムシの送粉能力を調べた。まず開花数調査の結果、H. propinquaの開花に季節性は
なく、年中ある程度の個体が開花していることが明らかとなった。また、甲虫訪花者の訪花個体

数は開花数に相関するものの、訪花率は開花数と負の相関を示した。このことから、訪花個体数

には限界があることが示唆された。次に受粉実験の結果、ヨツバコガネは送粉能力の高い送粉者

であったのに対し、ハムシは送粉効率の低い訪花者であることが示された。さらに両種が訪花し

たものではヨツバコガネのみの訪花のものと比べ送粉成功度が低下することから、ハムシの訪花

がヨツバコガネのもたらす送粉効果を妨げている可能性が示された。 
第 4章では、送粉能力の違う 2種の甲虫が花の誘引形質に対してどのような行動を示すのかを
明らかにするため、甲虫の訪花行動と花の誘引形質の変遷との関連性について調べた。一般的に



サトイモ科植物では肉穂花序の発熱と花香の放出との同調性が報告されているため、本研究でも

花の誘引形質として、肉穂花序の表面温度、花香の放出タイミングに着目した。まず甲虫の訪花

行動を調べたところ、両種とも午前中に訪花するものの、ヨツバコガネは肉穂花序の発熱時間帯

に雌性期花を選択的に訪花していたが、ハムシは発熱や花の開花段階に関わりなく訪花すること

が示された。次に花香の化学分析を行った上で主要成分による誘引実験を行ったところ、2 種の
甲虫を誘引する花香成分は共通する成分（2-butanolと veratrole）があることが示された。これ
らの成分の花香中の量変化を調べたところ、両成分とも発熱時間に有意に増加し、雌性期花で最

も多く放出されることが分かった。これらの結果より、ヨツバコガネの訪花は誘引成分の量変化

と一致していたのに対し、ハムシは一致していないことが示された。さらに、甲虫の誘引成分が

放出される部位を調べたところ、発熱を引き起こす肉穂花序の雄性部から放出されている事が明

らかとなり、雄性部を切除すると甲虫の訪花が低下し、結果植物の繁殖成功度が低下することが

示された。このことから、花香は相反的な誘引作用があるものの、植物の繁殖には不可欠なもの

であることが示された。 
第 5 章ではこれまで論じてきた結果より、花の誘引形質に対する送粉者、植食者の行動の違い
の要因を議論した上で、送粉共生系の解明における新たな展望を述べ、本研究の結論としている。 
 
 

論文審査の結果の要旨 

 

 本論文の独創的な点は、動物送粉種の花と送粉者である昆虫の関係を花の誘引形質の持つ相利

的、片利的作用を個々の独立した物としてではなく、両側面を包括的な物として捉え研究してい

ることである。 
 研究材料として最適のサトイモ科 Homalomena propinquaは、東マレーシアボルネオ島サラワ
ク州ランビルヒルズ国立公園内に自生しており、花香の GC/MS 分析以外の研究は全て現地に滞
在し行われている。観察の結果この花の香に誘引されて２種の甲虫，ヨツバコガネとハムシの訪

花が認められた。さらに詳しい調査の結果ヨツバコガネが送粉能力の高い花粉媒介者であったの

に対し、ハムシは送粉効率の低い単なる訪花者であるばかりかその存在がヨツバコガネによる送

粉効果を妨げている可能性さえ認められた。 
 採取された花香 GC/MS 分析の結果と標品を使っての誘引実験の結果、２種の甲虫を誘引する
共通花香成分として 2-butanolと veratroleの存在が認められた。さらにこれらの成分の放出部位
が肉穂花序の雄性部であり、特にヨツバコガネは肉穂花序が発熱し花香の放出量が最大となる雌

性期初期の早朝に訪花しており同調性が認められた。 
 以上の結果より本論文の内容は十分なる新規性と独創性ならびに高い学術的な価値があること

を全審査員が認めた。本審査委員会は、野村有子氏の論文が本学の博士（学術）を授与するに十

分値するものと結論する。 
 本論文の基礎となった学術論文２編は下記の査読審査制度を有する学術論文誌に掲載または掲

載予定のものである。またこの論文に関係あるものとして、他に参考論文２編がある。 
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